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～持続可能な観光成長を目指して～

沖縄振興審議会 総合部会専門委員会 資料３

1



内 容

２．新たな日常(New Normal)
における沖縄観光

１．これまでの沖縄観光
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１．これまでの沖縄観光

「Be.Okinawa」

～美しい自然とあたたかい人たちに囲まれて、
本来の自分を取り戻せる島～
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インフラ

優遇税制

宿泊施設

観光施設

イベント

航空路線

クルーズ

危機管理

ICT

ホスピタリティ

自然 文化

これまでの沖縄観光発展の主な要因
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国内ﾚｼﾞｬｰ
市場
ビーチ
癒し

のんびり
したい

沖

縄

沖縄における市場変化＆
ニーズ多様化（201１年以前）

〇沖縄らしさ
・自然
・歴史
・文化

（食,芸能等）

芸能 食ビーチ 5



国際ビジネス市場
MICE
物流

ﾋﾞｼﾞﾈｽ＆観光 ○都市機能
・施設＆人材
・ｴﾝﾀﾃｲﾒﾝﾄ

国内市場
癒し

ファミリー
スポーツ等

アジア市場
団体＆個人
クルーズ

のんびり
したい

思い切り
楽しみた
い！

欧米市場
文化
離島

沖

縄

成熟市場と
成長市場への対応

〇沖縄らしさ
・自然
・歴史
・文化
（食、芸能等）

・ホスピタリティ

〇日本らしさ
・自然
・歴史
・文化
（食、芸能等）

・ホスピタリティ
・ショッピング

2012～
2019年まで
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令和３年度（2021年度末）
第5次沖縄県観光振興計画最終年次

＜目標＞

観光収入 1兆1千億円

延宿泊者数 4,200万人泊

入域観光客数 1,200万人
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